
ラテンアメリカの政治・社会情勢が激しく動いている。近年の選挙では、
ブラジル、チリ、コロンビア、ペルー、ホンジュラス、グアテマラで左派
系の候補が当選し、「再びのピンク・タイドか」とも評された。
他方で、アルゼンチンでは2023年秋の選挙でリバタリアンの経済学者ミレ
イが当選し、一様でない政治地図が現出した。コロナ禍での生活苦・社会
不安を背景に、強権的な治安政策や政治的・市民的権利の侵害事例も各地
で報告されている。民主主義が重大な試練に直面していると言われるな
か、2024年は世界規模で選挙プロセスが進行中である。秋に大統領選挙を
控えるウルグアイを中心に、南米南部の政治・社会情勢を報告する。
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